

























































ズを乾燥させたもの、小麦を炒ったものなどです。気温は、ラサ近郊では夏には 25 ℃になり、冬でも 10℃と、零下 20℃
ヤクの乳のチーズ 小麦を炒ったもの
チベットのこと 7
以下になる青海省に比べそれほど厳しくありません。その結果、何本も大きな河が流れ、その流域は穀倉地帯で、大麦・小
麦・とうもろこし・すいか・青物野菜等ずいぶん豊かになっています。ただ、チベット人の習慣として、おかずに野菜はあ
まり食べず、ヤクの肉が中心で、主食としてツアンバを食べるのが普通です。
よほどの田舎で無い限り、どの家にも電気は来ていますが、電力として十分ではないらしく、停電が頻発することから懐
中電灯が必需品で、ホテルでもろうそくを部屋においているところもありました。（我々の滞在中一度も停電に遭うことは
ありませんでした）
田舎では煮炊きに牛やヤクの糞を乾燥させたものを用います。十分に乾燥させるとにおいはなく、火力も十分で冬の暖房
にもなりますので、どの家も、庭の一角にこの燃料をうず高く積み上げています。
水は、都市部を除き、水道が十分でなく井戸水が一般的です。穀倉地帯は、山から急に平地に出るため、伏流水が多く、
農業用水・飲料水ともに、井戸水にことかきません。
ただ、あれほど豊富な河の水を利用したり、魚を食べる習慣はありません。河は、水葬の場所で、人が亡くなると、魂は
体から抜け出してしまうので、残った体を動物に食べさせることが功徳になると信じているためで、河に沿って走るといた
るところに水葬場が設けられています。人の体を食べた魚を食べる気にならないというのが本音というべきでしょう。また、
葬儀の方法として、鳥葬も行われますが、最近では、昼間の鳥葬は禁じられ、日没から夜明けまでの間に終えなければなり
ません。僧については、昔から火葬が行われてきましたがまだ一般的ではありません。体は借り物として魂を重視し、再度、
修行すれば仏になれる人間への生まれ変わりを願う。極楽は、仏になれないし、死ぬことも出来ない。これも一種の苦しみ
と考えるチベット仏教の世界です。
トイレも、田舎ではバイオトイレが普通で、水洗トイレはホテル・公共機関・銀行など、新しい施設に限られます。
今回、田舎のホテルで、鶏の鳴き声で目覚めました。絶えて久しい経験です。いたるところに糞の落ちている道、牛や羊
をよけながら通らなければならない道路。かつて経験した時間が戻ったような気分になりました。
日本人　チベットを訪れる日本人は決して少なくありません。しかも、複数回の人が多いといいます。何がそうさせるのか。
かつては、仏教の研究目的であったものが、最近は、一度訪れたのがきっかけでチベット中を回ることになった人、年中行
事に合わせ、1年に数回訪れる人、カイラス山の巡礼に出かける人、エベレストベースキャンプに出かける人等々、その動
機は様々です。
チベットを旅することは高山病のこともあり決して楽ではありません。今回、鉄道で入る際、5080 m の峠を越えました
が、さすがに酸素吸入なしでは通過できませんでした。しかし、標高 3600 mのラサでは何の問題も無く過ごす事ができ、行
程中経験した 4700 mも気にならず、帰りの峠超えは、まったく問題なく終えるという人間の順応性を如実に感じました。ま
た、道路網も整備が進み、幹線は舗装されている上、高速道路も延びています。このように便利な旅ができる上、自分が忘
れていた何かが得られることが、日本人にとってチベットへの旅を、再訪を志向させているのではないでしょうか。
結び　今回、5月のラサでの僧の焼身自殺事件のあと、外国人への入境許可取り扱いが、一時停止され、我々の旅の実現が
危ぶまれました。また、現場の八角街では、すべての入り口に検問が設けられ、カメラによる監視が常態化し、観光客に
とっては異様とも思える雰囲気の中での旅となりました。僧侶は学識者として民衆への影響力を持つため、寺から外へ出る
トゥクバ（チベット風すいとん）、バター茶（湯飲み）、どぶろく（グラス）、漬物
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ことも禁じられるなど、人々の心の中にどのような思いが蓄積されているのか、感ぜずにはおれない旅であったように思い
ます。チベット特に主要都市へ、かつては強い拒否感を持って接した漢民族の流入が続き、チベット人との比率の変化、そ
れに伴う、生活習慣の維持が難しくなりつつあります。しかし、それでも、チベットの人々は、淡々とマニ車を回しながら
巡礼路を歩き、祈りの対象である、世界の平和と、災害の減少への思いを強くしています。
ボタラ宮巡礼者
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